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４
月

東
京
駅
八
重
洲
南
口
近
く
の
国
労
会
館
内
の
国
際
運
輸
労
連
の
一

隅
を
借
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
を
開
設
。
瀬
戸
一
郎
氏
が
所
長

と
な
る
。

５
月

教
宣
オ
ル
グ
用
に
「
国
際
金
属
労
連
ニ
ュ
ー
ス
」
を
創
刊
。
瀬
戸

所
長
は
、
日
本
の
金
属
労
組
の
オ
ル
グ
活
動
展
開
。

11
月

鉄
鋼
大
手
４
労
組
、
第
10
波
ス
ト
に
突
入
。

３
月

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
が
鉄
鋼
労
連
の
闘
争
に
１
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
送
る
。

12
月

返
礼
と
し
て
、
鉄
鋼
労
連
が

全
米
鉄
鋼
労
組
の
ス
ト
に

１
０
０
万
円
の
カ
ン
パ
。

１
月

全
米
機
械
工
労
組
書
記
長
来
日

２
月

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
鉄
鋼
労
組
書
記
長
来
日

３
月

全
米
鉄
鋼
労
組
国
際
部
長
来
日

３
月

Ｉ
Ｍ
Ｆ
造
船
産
業
部
会

５
月

全
米
鉄
鋼
労
組
地
区
議
長
・
副
議
長
来
日

10
月
　
鉄
鋼
労
連
訪
米
代
表
団

５
月
　
第
19
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ロ
ー
マ
）
に
鉄
鋼
労
連
、

電
機
労
連
、
全
機
金
の
代
表
が
オ
ブ
参
加
。

10
月
　
電
機
労
連
訪
米
代
表
団

２
月
　
全
米
鉄
鋼
労
組
代
表
団
来
日
。

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
鉄
鋼
部
会
（
ド
イ
ツ
）
に
鉄
鋼
労
連
か
ら
オ
ブ
参
加
。

５
月
　
全
米
電
機
労
組
Ｉ
Ｕ
Ｅ
代
表
来
日
、
電
機
労
連
10
周
年
記
念
大
会
に
出
席
。

８
月
　
鉄
鋼
労
連
訪
米
代
表
団
、
全
米
鉄
鋼
労
組
大
会
に
出
席
。

11
月
　
Ｕ
Ａ
Ｗ
代
表
団
来
日
。

１
月
　
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
結
成
準
備
懇
談
会
開
く
。
以
降
11
月
ま
で
に

７
回
開
く
。

12
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
グ
ラ
デ
ル
書
記
長
が
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
結
成
」

を
再
度
提
唱
。

な
べ
底
景
気
下
の
春
闘
　

【
初
任
給
】
大
卒
１
万
３
４
６
７
円

２
月
自
民
党
・
池
田
勇
人
が

月
給
２
倍
論
表
明

４
月

最
低
賃
金
法
施
行

10
月
政
府
、
所
得
倍
増
計
画

を
経
済
審
議
会
に
諮
問

総
評
・
中
立
労
連
で
春
闘
共
闘

委
結
成

【
所
得
】
勤
労
者
所
帯
の
月
平

均
定
期
収
入
２
万
５
２
４
７
円

三
井
三
池
争
議
（
59.

12-

60.

11
）

12
月

閣
議
で
「
国
民
所

得
倍
増
計
画
」
を
政
策

決
定
。
10
年
間
で
所
得

を
倍
増
す
る
と
い
う
計

画
。

岩
戸
景
気
下
、
初
の
二
桁
台

（
13
・
８
）

春
闘
　

労
働
４
団
体
が
週
休
２
日
・
40

時
間
労
働
促
進
で
労
組
懇
談
会

結
成

同
盟
の
前
身
・
同
盟
会

議
結
成

鉄
鋼
労
連
先
頭
の
春
闘

配
置

春
闘
共
闘
委
―
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
並
賃
上
げ
獲
得
要

求
へ
　

全
労
７
年
間
で
所
得
倍

増
打
ち
出
す

２
月
岸
内
閣
誕
生

３
月
日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟

８
月
茨
城
県
東
海
村
の
日
本
原
子
力
研
究

所
で
、
日
本
初
の
原
子
炉
に
火
灯
る

10
月
ソ
連
、
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ

ク
打
ち
上
げ
に
成
功

【
物
価
】
当
時
の
月
給
１
３
８
０
０
円

１
月
欧
州
経
済
機
構
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
発
足

12
月
東
京
タ
ワ
ー
完
成

４
月
皇
太
子
結
婚

９
月
伊
勢
湾
台
風
（
死
者
・
行
方
不
明
５

０
９
８
人
）

11
月
社
会
党
大
会
分
裂
（
西
尾
派
脱
党
）

11
月
国
会
乱
入
デ
モ
事
件
（
安
保
反
対
の

２
万
人
の
デ
モ
隊
が
国
会
に
突
入
）

【
物
価
】
14
型
白
黒
テ
レ
ビ
５
万
円
前
後

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
日
産
６
８
５
０
０
０
円

１
月
民
主
社
会
党
結
成
（
委
員
長
西
尾
末

広
）

２
月
浩
宮
誕
生

６
月
新
安
保
条
約
調
印
（
安
保
反
対
闘
争

激
化
）

７
月
岸
内
閣
総
辞
職
、
池
田
内
閣
発
足

１
月
ケ
ネ
デ
ィ
、
米
国
第
35
代
大
統
領
に
就
任
。

４
月
ガ
ガ
ー
リ
ン
地
球
一
周

８
月
ベ
ル
リ
ン
の
壁
で
き
る
。

【
物
価
】
自
動
車
パ
ブ
リ
カ
（
ト
ヨ
タ
３
９

８
０
０
０
円
）
電
子
レ
ン
ジ
54
万
円
。

２
月
日
本
電
気
、
国
産
初
の
大
型
電
子
計

算
機
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
６
を
発
表
。

東
京
、
人
口
１
０
０
０
万
突
破
。

５
月

堀
江
青
年
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
横
断

10
月
貿
易
の
自
由
化
。
88
％
、
２
３
０
品

目
の
外
国
品
が
自
由
化
。

10
月
キ
ュ
ー
バ
危
機

４
月
バ
ナ
ナ
、
８
月
砂
糖
、
化
粧
品
な
ど

35
品
目
の
輸
入
自
由
化
を
実
施
。

６
月

黒
四
ダ
ム
完
成
　

７
月

名
神
高
速
道
路
開
通
。

11
月
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
。

【
物
価
】
銭
湯
23
円
。
国
立
大
学
授
業
料
年

間
１
万
２
０
０
０
円
。
ビ
ー
ル
１
５
０
円

●
楢
山
節
考

●
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
　

●
よ
ろ
め
き

●
１
３
８
０
０
円
（
フ
ラ

ン
ク
永
井
）
嫁
を
も
ら
お

か
１
３
８
０
０
円
ぜ
い
た

く
い
わ
な
き
ゃ
食
え
る
じ

ゃ
な
い
か
〔
当
時
の
月
給

と
生
活
を
歌
っ
て
ヒ
ッ
ト
〕

●
点
と
線
●
事
件
記
者

●
ダ
イ
ア
ナ
●
団
地
族

●
レ
コ
ー
ド
大
賞

制
定

●
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
　

●
黒
い
花
び
ら
　

●
か
み
な
り
族

●
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん

ブ
ー
ム

●
所
得
倍
増

●
「
英
語
に
強
く
な
る
本
」

（
岩
田
一
男
）
●
君
恋
し

●
子
供
た
ち
の
好

き
な
も
の
「
巨
人
、

大
鵬
、
卵
焼
き
」

●
黒
の
試
走
車
　

●
い
つ
で
も
夢
を
　

●
無
責
任
時
代

●
龍
馬
が
ゆ
く
　

●
高
校
三
年
生
　

●
バ
カ
ン
ス

目
で
見
る
40
年
の
歩
み

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
は
、
１
９
６
４
年
５
月
16
日
に
結
成
大
会
を

開
い
て
以
来
、
本
年
５
月
で
結
成
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
40
年
間
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
激
動
の
歴
史
で
し
た
。

「
目
で
見
る
40
年
の
歩
み
」
で
は
、
こ
の
歴
史
の
今
昔
を
振
り

返
り
つ
つ
、
Ｊ
Ｃ
の
原
点
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
暦
（
和
暦
）

１
９
５
７

（
昭
和
32
年
）

１
９
５
９

（
昭
和
34
年
）

１
９
６
０

（
昭
和
35
年
）

１
９
６
１

（
昭
和
36
年
）

１
９
６
２

（
昭
和
37
年
）

１
９
６
３

（
昭
和
38
年
）

労
働
運
動
・
労
働
関
連

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
／
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
動
き

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

文
化
・
流
行
語
な
ど

結成前史 1957－64ＩＭＦオルグの時代
１
９
５
８（
昭
和
33
年
）

★1．ＩＭＦ日本事務所の変遷
１９５７年４月に開設。６４年５月ＩＭＦ－ＪＣ結成に伴い、７３年１月、
ＩＭＦ日本事務所をＩＭＦ東アジア事務所に改編（担当領域：中華民国、
香港、インドネシア、日本、韓国、マレーシア、フィリピン、シンガポー
ル、タイの９カ国）。９８年７月ＩＭＦ東南アジア地域事務所（アルナサラ
ム代表：担当地域：マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、イン
ドネシアの５カ国）開設にともない、東アジア事務
所の担当地域は中華民国、香港、韓国、日本の４カ
国・地域となる。しかし、中華人民共和国という巨
大なオルグ対象国を抱える東アジア地域は引き続き
重要であり、ＩＭＦアジア・太平洋地域サブリージ
ョナル会議の議論を経て、ＩＭＦ本部直轄とするこ
ととなる。２００２年６月３０日ＩＭＦ東アジア地域事
務所は、１９５７年からＩＭＦ日本事務所として開設
以来、日本及び東アジア地域のオルグ活動に大きな
成果を上げ、４５年間の活動に幕をおろした。

★2．ＩＭＦとは？
ＩＭＦとは、正式名称をInternational
Metalworkers' Federation、国際金属
労働組合連盟と言う。略称は国際金属労
連。ＩＭＦの歴史は古く１８９３年にヨ
ーロッパを中心とした金属労働者の国際
組織として発足。現在は、世界１００カ
国に２００組合、２５００万人の金属労働
者で組織する国際産業別組織（ＧＵＦ）
に発展。ＩＭＦは、全ての金属労働者の
国際連帯の推進、人権・労働基本権の確
立、団体交渉による賃金・労働条件の改
善を求めて活動しており、ＩＭＦ本部書
記局はスイス・ジュネーブにある。

最
終
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
Ｉ
Ｍ

Ｆ
書
記
次
長
と
瀬
戸
所
長
（
57
・
４
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

ＩＭＦ本部からの闘
争支援カンパを手渡
す瀬戸所長（左）

ハリー・ダグラスＩＭＦ会長
（右）らと連帯の旗を交換する
日本代表

▼
Ｐ
12
‥
草
創
人
①
参
照
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１
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
第
１
回
結
成
準
備
会
。

４
月
　
第
２
回
結
成
準
備
会
で
日
本
協
議
会
の
規
約
案
、
会
費
、
予
算
な

ど
最
終
決
定
。

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
結
成
大
会
。
▼
Ｐ
40
‥
エ
ポ
ッ
ク
①
参
照

福
間
議
長
、
瀬
戸
事
務
局
長
を
選
出
。
事
務
所
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事

務
所
の
あ
る
国
労
会
館
内
に
。
▼
Ｐ
16
‥
事
務
所
今
昔
参
照

６
月
　
組
織
専
門
委
員
会
（
古
賀
専
委
員
長
）
設
置
。

７
月
　
機
関
誌
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
」
を
創
刊
（
現
・
機
関
誌
紙
）

９
月
　
第
１
回
国
際
賃
金
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
く
。（
後
の
国
際
労
働
セ
ミ
ナ
ー
）

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
賃
金
部
長
を
講
師
に
招
き
、「
西
ド
イ
ツ
の
賃
金
事
情
」

学
ぶ
。

11
月
　
第
20
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ウ
ィ
ー
ン
）
で
Ｊ
Ｃ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
正

式
加
盟
承
認
さ
れ
る
。

３
月
　
不
況
下
の
春
闘
―
長
期
化
、
３
１
５
０
円
、
10
・
６
％

６
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
産
業
部
会
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
Ｉ
Ｍ
Ｆ

が
Ｅ
Ｃ
へ
の
対
応
強
め
る
。
鉄
鋼
労
連
か
ら
４
人
出
席
。

８
月
　
自
動
車
労
協
結
成
（
議
長
‥
塩
路
一
郎
）

９
月
　
中
国
地
連
結
成

景
気
回
復
下
の
春
闘
―
重
化
学
工
業
先
頭
に
。

２
月
　
鉄
鋼
労
連
が
登
別
臨
時
大
会
で
Ｊ
Ｃ
加
盟
決
定
。

８
月
　
第
５
回
臨
時
拡
大
協
議
委
員
会
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
会
長
が

初
来
日
し
、
出
席
。
約
２
週
間
、
各
加
盟
組
織
と
各
地
で
交
流
を
重
ね
た
。

12
月
　
機
関
紙
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
」（
Ｂ
３
―
２
頁
）
の
新
聞
形
式
に
変
更
。

３
月
　
い
ざ
な
ぎ
景
気
下
―
鉄
鋼
の
一
発
回
答
な
ど
Ｊ
Ｃ
春
闘
時
代
へ
。

３
月
　
機
関
誌
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
」
を
再
発
行
し
、
雑
誌
形
式
を
復
刊
。

３
月
６
日
〜
26
日
　
第
１
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
講
（
明
学
）。

23
人
が
受
講
。
大
学
と
労
働
組
合
が
提
携
し
た
日
本
初
の
本
格
的

労
働
者
教
育
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
注
目
集
め
る
。
▼

９
月
　
組
織
人
員
が
１
０
０
万
人
を
突
破
。
Ｊ
Ｃ
本
部
専
従
事
務
局
次
長

制
を
採
用
。

11
月
　
国
労
会
館
か
ら
八
重
洲
の
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
に
事
務
所
移
転
。
▼

２
月
　
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
開
催
（
東
京
）。
わ
が
国
労
組
の

国
際
会
議
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
。
11
カ
国
代
表
24
人
、
日
本

側
代
表
含
め
１
１
０
人
が
出
席
。

12
月
　
第
１
回
西
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
開
講
。
▼

９
月
　
第
９
回
総
会
「
戦
線
統
一
・
加
盟
単
産
が
中
核
に
」、「
組
織
機
構

の
抜
本
的
検
討
」
の
方
針
決
定
。

12
月
　
第
13
回
協
議
委
員
会
。「
高
度
工
業
国
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
水
準
を

め
ざ
し
て
賃
上
げ
20
％
以
上
要
求
」
方
針
決
定
。

９
月
　
第
10
回
総
会
で
組
織
機
構
の
抜
本
的
検
討
を
進
め
る
た
め
。
組
織

機
構
特
別
委
員
会
を
設
置
。（
柳
沢
錬
造
委
員
長
）

同
盟
結
成
（
１
７
４
万
人
）

太
田
・
池
田
会
談
―
公

企
体
賃
金
の
民
間
準
拠

確
認

【
初
任
給
】
２
万
１
５

２
６
円

10
月

国
際
反
戦
闘
争

Ｉ
Ｌ
Ｏ
87
号
条
約
批
准

全
逓
宝
樹
委
員
長
が
反

共
労
働
戦
線
統
一
で
論

文
発
表
（
宝
樹
論
文
）

総
評
・
中
立
労
連
が
「
国
民

春
闘
共
闘
委
員
会
」
発
足
　

地
方
民
労
協
各
地
で
結
成

民
間
大
手
企
業
労
組
委

員
長
懇
談
会
発
足

春
闘
い
ざ
な
ぎ
景
気
下

で
高
額
ム
ー
ド
　
６
８

６
５
円
、
15
・
８
％

全
民
懇
（
全
国
主
要
民

間
労
組
委
員
長
懇
談

会
）
発
足

総
評
・
中
立
労
連
が
15

大
要
求
提
出

統
一
世
話
人
会
発
足
　

労
働
戦
線
統
一
「
拡
大

世
話
人
会
」
発
足

４
月
日
本
が
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
に
加
盟
。

４
月
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
展
（
東
京
・
京
都
）

併
せ
て
１
７
２
万
人
が
入
場
。

６
月
新
潟
大
地
震

７
月
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
を
き
っ
か
け
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
始
ま
っ
た
。

10
月
新
幹
線
開
通
（
東
京-

大
阪
４
時
間
）、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

11
月
池
田
内
閣
の
あ
と
受
け
て
佐
藤
内
閣

誕
生

２
月

米
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
直
接
介
入
。
ベ
ト

ナ
ム
北
爆
開
始
。
ソ
連
宇
宙
遊
泳
成
功
。

４
月
欧
州
原
子
力
共
同
体
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
体

と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
一
本
化
条
約
が
成
立
、
Ｅ
Ｃ

へ
と
歩
み
始
め
る
。

６
月
日
韓
基
本
条
約
成
立
。
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
、

日
韓
条
約
批
准
阻
止
闘
争
、
中
国
文
化
大
革
命
。

10
月

完
成
自
動
車
輸
入
が
自
由
化
不
況
の
年
で
、

加
え
て
消
費
者
物
価
が
７
・
４
％
上
昇
。

３
月
日
本
の
人
口
１
億
人
突
破

３
Ｃ
時
代
（
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
、
自
動
車
）
到
来

６
月
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

10
月
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
日
野
自
動
車
が
業

務
提
携
を
発
表
。

12
月
衆
議
院
解
散
（
黒
い
霧
解
散
）

４
月
東
京
に
革
新
知
事
美
濃
部
亮
吉
が
当

選
。

６
月
第
３
次
中
東
戦
争
（
６
日
戦
争
）

７
月
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
成
立

８
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
結
成

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
誕
生

初
の
心
臓
移
植

川
端
康
成
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

キ
ン
グ
牧
師
暗
殺

東
大
安
田
講
堂
封
鎖
解
除
　
　

米
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

東
名
高
速
開
通
　

沖
縄
返
還

大
阪
万
博
開
催
　

日
航
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

公
害
問
題
表
面
化
（
ヘ
ド
ロ
、
水
、
ス
モ
ッ

グ
）

三
島
由
紀
夫
割
腹
自
殺

全
日
空
機
・
自
衛
隊
機
が
雫
石
で
空
中
衝
突

沖
縄
返
還
協
定
調
印

ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
１
ド
ル
３
０
８
円
に
）

●
楡
家
の
人
々
　

●
柔
　

●
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ

●
氷
点
　

●
函
館
の
女

●
公
害

●
し
ご
き

●
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

●
毛
沢
東
語
録
　

●
星
影
の
ワ
ル
ツ
　

●
黒
い
霧

●
頭
の
体
操
　

●
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー

●
10
月

ミ
ニ
ス

カ
ー
ト
流
行
。
ミ

ニ
の
妖
精
ツ
イ
ギ

ー
来
日

●
巨
人
の
星

●
恋
の
季
節
　
　
　

●
昭
和
元
禄

●
坂
の
上
の
雲
　
　

●
黒
猫
の
タ
ン
ゴ

●
冠
婚
葬
祭
入
門

●
知
床
旅
情
　
　
　

●
歩
行
者
天
国

●
わ
た
し
の
城
下
町

●
ニ
ア
ミ
ス
　
　
　

●
脱
サ
ラ

１
９
６
４

（
昭
和
39
年
）

１
９
６
６

（
昭
和
41
年
）

１
９
６
５

（
昭
和
40
年
）

１
９
６
７

（
昭
和
42
年
）

１
９
６
８

（
昭
和
43
年
）

１
９
６
９

（
昭
和
44
年
）

１
９
７
０

（
昭
和
45
年
）

１
９
７
１

（
昭
和
46
年
）

1964.5－69ＩＭＦ－ＪＣを結成1970－74
ＪＣの組織体制整う

Ｐ
30
‥
労
働
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
東
）今
昔
参
照

Ｐ
32
‥
労
働
シ
ッ
プ

コ
ー
ス（
西
）今
昔
参
照

第２０回ＩＭＦ世界大会にはＪＣから
４０人の代表が参加。

「世界の金属産業と
ＩＭＦの任務」と題
して講演するブレナ
ー会長

Ｐ
18
‥
事
務
所
今
昔
参
照



１
９
７
４

（
昭
和
49
年
）

１
９
７
３

（
昭
和
48
年
）

１
９
７
６

（
昭
和
51
年
）

１
９
７
５

（
昭
和
50
年
）

１
９
７
７

（
昭
和
52
年
）

１
９
７
８

（
昭
和
53
年
）

１
９
７
９

（
昭
和
54
年
）

労
働
運
動
・
労
働
関
連

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
／
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
動
き

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

文
化
・
流
行
語
な
ど
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２
月
　
造
船
重
機
労
連
が
結
成
、
Ｊ
Ｃ
に
加
盟
。

５
月
　
全
金
同
盟
が
Ｊ
Ｃ
加
盟
決
定
。

10
月
　
自
動
車
総
連
が
結
成
、
Ｊ
Ｃ
加
盟
決
定
。
Ｊ
Ｃ
６
単
産
体
制
に
。

１
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
に
改
編
。

担
当
領
域
は
、
中
華
民
国
、
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
９
カ
国
。

７
月
　
多
国
籍
企
業
労
組
会
議
が
発
足
（
Ｊ
Ｃ
の
呼
び
か
け
で
Ｊ
Ｃ
、
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
、
合
化
労
連
、
全
化
同
盟
で
構
成
）

９
月
　
大
会
で
福
間
初
代
議
長
が
勇
退
、
宮
田
義
二
氏
が
新
議
長
に
。

鉄
鋼
労
連
・
宮
田
委
員
長
（
Ｊ
Ｃ
議
長
）
が
「
賃
金
自
粛
論
」

５
月
　
政
・
労
・
使
三
者
構
成
で
の
多
国
籍
企
業
労
働
問
題
連
絡
会
議
が
発
足
。

５
月
　
Ｊ
Ｃ
１
８
５
万
人
突
破
。

７
月
　
第
23
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）「
人
間
的
労
働
環

境
」
を
基
調
テ
ー
マ
に
労
働
環
境
の
人
間
化
、
多
国
籍
企
業
、
民

主
化
な
ど
16
項
目
に
わ
た
る
決
議
を
採
択
。

12
月
　
四
国
地
連
が
結
成
、
９
地
連
体
制
整
う
。

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
Ｊ
Ｃ
職
員
鎌
田
普
を
Ｉ

Ｍ
Ｆ
本
部
に
派
遣
。
▼
Ｐ
28
‥
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
の
今
昔
参
照

９
月
　
第
14
回
総
会
で
組
織
機
構
特
別
委
員
会
（
柳
沢
錬
造
委
員
長
）
が

正
式
答
申
。

10
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
を
東
京
で
開
催
。

12
月
　
第
18
回
協
議
委
員
会
で
名
称
変
更
を
含
む
規
約
改
正
を
承
認
し
た
。

Ｊ
Ｃ
主
導
型
春
闘
が
定
着

５
月
　
第
１
回
日
米
加
金
属
労
組
会
議
（
ホ
ノ
ル
ル
）
貿
易
不
均
衡
を
一

因
と
す
る
失
業
問
題
等
論
議
。

９
月
　
従
来
の
「
総
会
」
か
ら
「
大
会
」
に
改
め
、
第
15
回
定
期
大
会
を

開
催
。
組
織
強
化
と
連
帯
活
動
の
推
進
を
決
定
。

10
月
　
第
24
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）「
80
年
代
へ
ー
向
こ
う
10
年

に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
15
項
目
の
決
議
を
採
択
し
た
。

12
月
　
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
協
と
の
間
に
、「
金
属
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
絡

会
議
」
を
設
置
。

３
月
　
円
高
不
況
下
８
９
５
８
円
、
５
・
75
％
の
低
率
回
答
で
春
闘
見
直
し
論

９
月
　
日
本
語
略
称
を
「
金
属
労
協
」
と
制
定
。
書
記
長
会
議
の
明
文
化
。

顧
問
制
の
新
設
。

５
月
　
Ｊ
Ｃ
結
成
15
周
年
を
機
に
、
地
連
Ｊ
Ｃ
デ
ー
を
開
催
。
以
降
定
着
。

８
月
　
初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
時
短
会
議
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

時
短
会
議
宣
言
の
中
で
、
特
に
重
点
項
目
は
①
週
最
高
40
時
間
制
度
の

世
界
的
導
入
、
②
週
35
時
間
の
要
求
を
提
出
し
て
い
る
組
合
で
の
早
急

な
実
現
、
③
交
代
労
働
者
に
対
す
る
特
別
な
考
慮
の
必
要
性
な
ど
。

10
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
。「
第
３
次
産
業
革
命
」
が
主
要
テ
ー
マ
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
第
三
次
産
業
革
命
と
労
組
の
対
応
、
時
短

闘
争
な
ど
に
対
す
る
決
議
を
採
択
。

12
月
〜
80
年
１
月
に
か
け
、
坪
内
新
社
長
の
企
業
再
建
に
向
け
た
合
理
化

●
恍
惚
の
人
　

●
喝
采
　
●
総
括
　

●
三
角
大
福
　

●
日
本
沈
没

●
神
田
川

●
省
エ
ネ

●
買
い
だ
め

●
か
も
め
の
ジ
ョ

ナ
サ
ン

●
襟
裳
岬

●
狂
乱
物
価

●
複
合
汚
染

●
北
の
宿
か
ら

●
乱
塾

●
不
毛
地
帯

●
春
一
番

●
灰
色
高
官

●
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

●
八
甲
田
山
死
の

彷
徨

●
北
国
の
春

●
翔
ん
で
い
る

●
野
生
の
証
明

●
与
作
●
窓
際
族

●
サ
ラ
金

●
天
中
殺
入
門

●
舟
歌

●
う
さ
ぎ
小
屋

連
合
赤
軍
事
件
　

田
中
訪
中

沖
縄
復
帰

田
中
内
閣
発
足
「
日
本
列
島
改
造
論
」

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
お
こ

る
　

江
崎
玲
於
奈
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
　

金
大
中
氏
誘
拐

田
中
退
陣
・
三
木
内
閣
誕
生
　
　
　

ニ
ク
ソ
ン
辞
任
・
フ
ォ
ー
ド
政
権

三
菱
重
工
爆
破

小
野
田
元
少
尉
、
ル
パ
ン
グ
島
で
救
出

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
来
日
　
　
　

沖
縄
海
洋
博

第
１
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）

（
フ
ラ
ン
ス
・
ラ
ン
ブ
イ
エ
）
不
況
克
服
の

国
際
協
調
で
合
意
。

新
幹
線
博
多
ま
で
開
通

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
逮
捕

鹿
児
島
で
５
つ
子
誕
生
。

天
安
門
事
件

王
選
手
、
本
塁
打
７
５
６
本
世
界
新
達
成
。

日
本
赤
軍
ダ
ッ
カ
で
日
航
機
乗
っ
取
り

大
平
内
閣

円
急
騰
＝
１
８
０
円
突
破

成
田
空
港
波
乱
の
開
港

東
京
サ
ミ
ッ
ト

東
名
日
本
坂
事
故

英
国
初
の
女
性
首
相
サ
ッ
チ
ャ
ー
誕
生

全
国
民
労
協
結
成
　

統
一
連
絡
会
（
22
単
産
会

議
）
発
足
―
路
線
対
立
　

物
価
メ
ー
デ
ー
　

統
一
連
絡
会
解
散
　

民
間
労
組
共
同
会
議
発

足
　

初
の
年
金
ス
ト
ー
政
治

ス
ト
と
し
て
は
戦
後
最

大
規
模

狂
乱
物
価
で
賃
上
げ
２

８
９
８
１
円
、
32
・

９
％
と
史
上
最
高
に

公
労
協
・
公
務
員
共
闘

が
「
ス
ト
権
ス
ト
」（
８

日
間
）

春
闘
再
構
築
論
、
賃
上

げ
13
・
１
％
に
　

10
月
政
策
推
進
労
組
会

議
が
発
足
。

総
評
―
槙
枝
・
富
塚
体

制
へ
、
開
か
れ
た
総
評

化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
協

結
成
　

私
鉄
自
主
解
決
、
私
鉄

の
公
労
協
離
れ

宮
田
・
宇
佐
美
80
年
代

初
頭
の
統
一
実
現
を
提

唱中
立
労
連
・
新
産
別
が

総
連
合
結
成
、
労
働
戦

線
統
一
へ
触
媒
役

自
動
車
総
連
・
塩
路
会

長
が
「
統
一
を
進
め
る

会
」
設
置
を
提
唱

1970－74ＪＣの組織体制整う1975－79賃金決定のリード役に

★4．組織機構
特別委員会
（柳沢錬造委員　
長）答申

（1）組織機構のあり方の基本－ＪＣはナショナル
センターとしての性格を持ち得ない。①運動の基
調を、自由にして民主的労働組合としての運動を
基本。②ＪＣは国際連帯の強化と金属産業労組の
共闘の場である、との基本的位置づけを明確化。
（2）名称の変更を行い、従来の「国際金属労連日
本協議会」から「全日本金属産業労働組合協議会」
に変更。（3）機構については、「産別加盟を原則
とする。但し現在ある直接加盟組合はそのままと
する」とした他、機関、事務局体制、専門委員会、
活動目標、役員体制をほぼ現在のものに整備。

★5．政策推進労組会議
１９７６年１０月発足。民間単産を中心にナ
ショナルセンターの枠を超えて政策・制度
要求を研究し推進する機関として政策推進
労組会議が発足。ＪＣ加盟単産が中心に参
加し、民間の労戦統一の母体の役割果たす。

★6．地連ＪＣデー
１９７９年５月のＪＣ結成１５周年
を契機に、５月１６日の結成記念日
を中心に、地連毎に、青婦交流集会、
記念講演会、音楽祭などのＪＣデー
の催しを行い、地域の末端までＪＣ
への理解を深めていくようにした。

★3．多国籍労組
会議（ＴＣＭ）

７３年７月に、ＪＣの呼び
かけで、労働組合としての
多国籍企業対策のために、
ＩＭＦ－ＪＣ、ゼンセン同
盟、合化労連、全化同盟で
多国籍企業労組会議が発
足。主に東南アジアにおけ
る日本の多国籍企業の労使
紛争の解決などに力を発
揮。ＩＭＦ－ＪＣが事務局
を担当していたが、94年9
月に連合に事務局を移管。

第
１
回
日
米
加
金
属
労
組
会

議
（
ホ
ノ
ル
ル
）

北
海
道
地
連
Ｊ
Ｃ
デ
ー



１
９
８
０

（
昭
和
55
年
）

１
９
８
１

（
昭
和
56
年
）

１
９
８
２

（
昭
和
57
年
）

１
９
８
３

（
昭
和
58
年
）

１
９
８
４

（
昭
和
59
年
）

１
９
８
５

（
昭
和
60
年
）
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５
項
目
の
提
案
に
対
し
て
反
対
し
、
佐
世
保
重
工
業
（
Ｓ
Ｓ
Ｋ
）

労
組
が
坪
内
社
長
の
退
陣
を
求
め
て
４
波
に
わ
た
る
ス
ト
を
決
行
。

事
態
は
泥
沼
化
。

１
月
　
Ｊ
Ｃ
本
部
に
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
近
代
化
闘
争
支
援
対
策
委
員
会
」
を
設
置
。

傘
下
単
産
・
単
組
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
本
格
的
支
援
を
実
施
。

２
月
　
Ｓ
Ｓ
Ｋ
闘
争
は
組
合
側
の
要
求
が
全
面
的
に
受
入
れ
ら
れ
収
束
。

こ
の
と
き
、
Ｊ
Ｃ
傘
下
単
産
・
単
組
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
カ
ン
パ
は

２
８
５
０
万
円
に
達
し
た
。

９
月
　
19
回
定
期
大
会
（
池
之
端
）
今
大
会
よ
り
役
員
任
期
、
運
動
方
針

２
年
制
と
な
る
。
労
働
戦
線
統
一
の
動
き
に
留
意
し
つ
つ
、
現
状

の
Ｊ
Ｃ
に
課
せ
ら
れ
た
運
動
体
に
即
応
し
た
組
織
強
化
と
本
部
機

構
の
整
備
に
向
け
て
「
組
織
強
化
特
別
委
員
会
」（
金
杉
秀
信
委
員

長
）
を
設
置
。
時
短
統
一
要
求
基
準
を
設
定
。

12
月
　
第
23
回
協
議
委
員
会
「
９
％+

α
、
１
８
０
０
０
円
以
上
」
要
求
決
定
。

２
月
　
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
鉄
鋼
セ
ミ
ナ
ー
（
品
川
）

５
月
　
第
25
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
テ
ー
マ
「
平
和
・
正
義
・
雇
用
」

12
月
　
第
24
回
協
議
委
員
会
に
組
織
強
化
特
別
委
員
会
（
金
杉
委
員
会
）

最
終
答
申
を
承
認
。

４
月
　
第
８
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
自
動
車
会
議
（
新
宿
・
京
王
プ
ラ
ザ
）
前
向

き
な
国
際
戦
略
で
危
機
打
開
を
。
23
カ
国
２
３
０
人
が
参
加
。

８
月
　
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
造
船
作
業
部
会
（
東
京
）

10
月
　
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
航
空
宇
宙
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
）

１
月
　
組
織
強
化
特
別
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、
直
加
盟
８
組
合
が
中

心
と
な
り
、
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
結
成
大
会
（
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
労
働
組
合
会

議
、
３
４
０
０
０
名
、
伊
藤
昭
士
委
員
長
）

10
月
　
第
４
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
電
機
電
子
産
業
会
議
（
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
）
30
カ
国
１
０
５
人
出
席
。「
最
新
技
術
の
展
開
」
テ

ー
マ
に
、
Ｍ
Ｅ
協
約
締
結
を
提
起
。

５
月
　
Ｊ
Ｃ
結
成
20
周
年
迎
え
、
組
織
人
員
２
０
０
万
人
を
突
破
。（
２
０
４
万
人
）

６
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
ダ
ブ
リ
ン
）
主
要
テ
ー
マ
「
技
術
、
労
働

組
合
及
び
人
間
の
ニ
ー
ズ
」。
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
「
週
35
時
間
制
ス
ト

に
関
す
る
決
議
」
等
採
択
。

９
月
11
日
　
Ｊ
Ｃ
結
成
20
周
年
記
念
式
典
（
品
川
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ

ル
）
坂
本
労
働
大
臣
ら
来
賓
交
え
、
２
０
０
人
が
列
席
。
Ｊ
Ｃ
発

展
に
寄
与
し
た
42
人
の
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈
。
続
い
て
の
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
内
外
１
０
０
０
名
が
出
席
。

９
月
12
日
　
第
23
回
定
期
大
会
。
宮
田
議
長
が
勇
退
、
中
村
卓
彦
鉄
鋼
労
連
委
員

長
が
第
３
代
議
長
に
選
出
。
85
年
６
月
に
東
京
で
開
く
「
第
26
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ

世
界
大
会
対
策
」
を
決
定
。「
Ｊ
Ｃ
技
術
革
新
（
Ｍ
Ｅ
化
）
対
策
指
針
」
策

定
。
Ｍ
Ｅ
化
に
対
す
る
金
属
労
組
の
対
応
の
あ
り
方
を
整
理
。

４
月
　
北
欧
金
属
労
連
と
の
定
期
交
流
（
協
議
）
ス
タ
ー
ト
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）。

６
月
９
日
―
14
日
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
を
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開

催
。
ア
ジ
ア
地
域
で
初
の
開
催
。
70
カ
国
か
ら
８
７
０
人
の
労
組
代
表
が

参
加
。
日
本
代
表
も
２
１
９
人
参
加
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
21
世
紀
の
労
働

●
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

●
昴

●
そ
れ
な
り
に

●
「
窓
際
の
ト
ッ

ト
ち
ゃ
ん
」
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー

●
奥
飛
騨
旅
情

●
積
み
木
崩
し

●
北
酒
場

●
ネ
ク
ラ

●
心
身
症

●
二
つ
の
祖
国

●
さ
ざ
ん
か
の
宿

●
お
し
ん
ブ
ー
ム

●
愛
情
物
語

●
長
良
川
艶
歌

●
写
真
週
刊
誌
創

刊（
フ
ォ
ー
カ
ス
、

フ
ラ
イ
デ
ー
な

ど
）

●
ア
イ
ア
コ
ッ
カ

●
俺
あ
東
京
に
い

く
さ

●
金
妻

労
働
戦
線
統
一
で
「
統

一
推
進
会
」
が
発
足

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
自
主

「
連
帯
」
結
成

３
月
行
政
改
革
推
進
国

民
運
動
会
議
発
足
（
Ｊ

Ｃ
、Ｊ
Ａ
Ｆ
、
友
愛
会
議
）

12
月

39
単
産
３
７
８
万
人
結

集
し「
労
戦
統
一
準
備
会
」発
足
。

統
一
の
「
基
本
構
想
」
発
表

12
月
全
民
労
協
結
成
総

会
・
竪
山
議
長
・
山
田

事
務
局
長
を
選
出

人
勧
実
施
見
送
り
、
公

企
体
の
期
末
手
当
カ
ッ

ト
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
提
訴

全
民
労
協
54
単
産
、
４

８
４
万
人
の
組
織
に
。

労
組
組
織
率
30
％
割
り
、

29
・
７
％
に
。

労
働
４
団
体
と
全
民
労

協
が
春
闘
で
初
の
統
一

行
動

全
民
労
協
―
連
合
体
移

行
で
組
織
構
想
検
討
委

発
足

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

閣
議
決
定

国
鉄
改
革
闘
争
―
国
労

分
裂
、
少
数
派
に
転
落

プ
ロ
野
球
選
手
会
に
労

組
資
格
証
明
書
交
付

1980－84ＭＥ化へ時短で対処1985－89
ＩＭＦ東京大会開く

闘争支援のビラをまく宮田議長
（８０.１、東京駅駅頭で）

★7．組織強化特別委
員会答申（金杉
委員会）

１９８１年１２月.第24回協議委員会
に答申。答申の要旨は、①加盟形
態については産別単位での加盟原
則の堅持を更に徹底。直加盟組合
はできるだけ早く（３年をめど）
産業別組織を通して参加出来るよ
うに組織整備を図る。②地連活動
の平準化はかる。③常任幹事会、
三役会議、書記長会議の定例開催
化の徹底などである。

第８回ＩＭＦ世界自動車
会議（新宿・京王プラザ）

第１回北欧金属労
連との定期交流。
（８５.４、ヘルシ
ンキ）

大
平
氏
急
死
、
鈴
木
内
閣

モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
不
参
加

第
二
臨
調

行
政
改
革
法
成
立

福
井
敦
教
授
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

中
曽
根
内
閣
発
足

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
惨
事

日
航
機
羽
田
沖
墜
落
事
故
（
逆
噴
射
）

田
中
元
首
相
に
実
刑
判
決

日
本
海
中
部
地
震

初
の
比
例
代
表
参
院
選

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

グ
リ
コ
森
永
脅
迫

新
札
発
行

東
京
で
ケ
ー
ブ
ル
火
災

ロ
ス
疑
惑

衛
星
放
送
は
じ
ま
る

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

電
電
・
専
売
の
民
営
化

８
月
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

国
鉄
分
割
民
営
化

豊
田
商
事
事
件



１
９
８
７

（
昭
和
62
年
）

１
９
８
６

（
昭
和
61
年
）

１
９
８
８

（
昭
和
63
年
）

労
働
運
動
・
労
働
関
連

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
／
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
動
き

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

文
化
・
流
行
語
な
ど

1985－89ＩＭＦ東京大会開く

組
合
―
明
日
へ
の
総
結
集
」。
世
界
大
会
と
し
て
初
の
パ
ネ
ル
討
論
も
。
平

和
、
経
済
政
策
、
人
権
、
新
技
術
な
ど
13
項
目
の
決
議
採
択
。
▼

１
月
　
ア
ジ
ア
で
初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
チ
バ
ヨ

ン
）
技
術
革
新
を
め
ぐ
る
雇
用
問
題
、
技
術
訓
練
問
題
な
ど
を
討
議
。

９
月
　
第
25
回
大
会
で
、
連
合
時
代
の
Ｊ
Ｃ
の
大
産
業
別
組
織
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、「
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
」
を
設
置
。

９
月
　
第
６
回
ア
ジ
ア
地
域
会
議
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
）
19
カ
国
90
人
参
加
。

１
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
南
ア
フ
リ
カ
協
議
会
の
支
援
カ
ン
パ
と
し
て
３
２
０
０
０
ス
イ

ス
フ
ラ
ン
を
送
金
、
マ
イ
エ
キ
ソ
南
ア
フ
リ
カ
金
属
関
連
労
組
書
記
長

の
即
時
釈
放
要
請
と
本
人
宛
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

１
月
　
第
２
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
（
バ
ン
コ
ク
）

４
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
委
員
会
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
で
新

技
術
導
入
を
討
議
。「
新
技
術
の
動
向
お
よ
び
事
務
所
に
お
け
る
新

技
術
の
導
入
と
適
用
」

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
技
術
会
議
（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）
25
カ
国
１
２
０
人
参
加
。

６
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
オ
ス
ロ
）
新
会
長
に
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ

イ
ン
キ
ュ
ー
ラ
ー
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
。

５
月
29
日
　
盧
泰
愚
大
統
領
の
民
主
化
宣
言
以
降
５
０
３
に
の
ぼ
る
新
組

合
が
結
成
さ
れ
、
韓
国
金
属
労
連
に
加
盟
、
組
織
は
７
４
６
組
合
、

30
万
人
に
拡
大
。

７
月
―
８
月
　
民
主
化
求
め
て
韓
国
の
労
働
情
勢
が
激
動
。
２
カ
月
間
で

労
使
紛
争
34
件
。

８
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
、
韓
国
の
民
主
化
ス
ト
支
援
の
声
明
発
表
。

９
月
　
Ｊ
Ｃ
大
会
で
韓
国
の
民
主
化
闘
争
に
物
心
両
面
の
支
援
を
表
明
、
国
際

連
帯
基
金
よ
り
１
万
ド
ル
の
カ
ン
パ
を
韓
国
金
属
労
連
に
送
っ
た
。

９
月

「
生
活
の
国
際
化
」
活
動
方
針
を
決
定
。

10
月
　
第
１
回
生
活
の
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
月
　
全
金
連
合
発
足
。（
全
金
同
盟
か
ら
加
盟
形
態
を
変
更
）

２
月
　
環
境
問
題
で
初
の
世
界
会
議
‥
Ｉ
Ｍ
Ｆ
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
金
属
労

組
世
界
環
境
会
議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）
30
カ
国
３
０
０
人
「
金

属
労
働
者
と
環
境
」
で
討
論
。

６
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
マ
ド
リ
ー
ド
）
主
要
テ
ー
マ
「
貿
易
と
労

働
者
の
権
利
―
今
こ
そ
関
連
付
け
の
時
」

８
月
　
韓
国
金
属
労
連
の
要
請
に
こ
た
え
、
20
人
の
大
型
研
修
団
10
日
間
受
入
れ
。

９
月
　
大
会
で
結
成
以
来
、24
年
間
事
務
局
長
を
務
め
た
瀬
戸
一
郎
氏
が
勇
退
、

副
議
長
に
選
出
。
第
２
代
事
務
局
長
に
電
機
連
合
か
ら
初
の
産
別
出
身

の
梅
原
志
朗
氏
を
選
出
。
Ｊ
Ｃ
時
短
５
カ
年
計
画
（「
年
間
総
実
労
働

時
間
１
８
０
０
時
間
に
向
け
て
の
５
ヵ
年
計
画
」）
を
決
定
。

９
月
　
機
関
誌
の
名
称
を
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
金
属
」
か
ら
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
」

に
改
称
（
Ａ
５
版
か
ら
Ｂ
５
版
へ
、
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に
変
更
）

表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
化
、
ス
タ
イ
ル
を
一
新
。

11
月
　
第
２
次
韓
国
金
属
労
連
研
修
団
12
人
受
入
れ
。
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Ｐ
41
‥
エ
ポ
ッ
ク
②
参
照

第２回ＩＭＦ／ＩＡＭアジア新技術
セミナー（８７.１、バンコク）

★8．時短5カ年計画
ＪＣは１９８７年１２月の第３０回協
議委員会で「年間総実労働時間１８
００時間程度」をめざすこととする
「第２次労働時間対策指針」を策定。
その具体化のため、８８年９月大会
で「１８００時間にむけての５カ年
計画」を決定。産別・単組の実情に
則して「年間所定労働時間または年
間所定労働日の短縮」をＪＣとして
の特別強化項目として８９、９１、９３
年を時短強化年と定め、春を中心に
本格的に取り組むことにした。

韓国金属労連朴委員長来所、訪日研修団受け入れを
要請。（８８.８、ＪＣ）

●
化
身

●
仮
面
舞
踏
会

●
新
人
類

●
財
テ
ク

●
サ
ラ
ダ
記
念
日

●
雪
国

●
地
上
げ
屋

●
マ
ル
サ

●
大
国
の
興
亡

●
乾
杯

●
朝
シ
ャ
ン

●
濡
れ
落
ち
葉

筑
波
博

プ
ラ
ザ
合
意

３
月
米
国
の
85
年
経
常
収
支
が
史
上
最
高

の
１
１
７
６
億
ド
ル
と
な
り
、
米
国

は
71
年
振
り
に
債
務
国
に
転
落
。

４
月
前
川
リ
ポ
ー
ト
（
国
際
協
調
の
た
め
の
経

済
構
造
調
整
研
究
会
報
告
書
）
発
表
。

５
月

東
京
サ
ミ
ッ
ト
。

日
本
の
対
外
資
産
額
が
85
年
末
で
２
９
８
億
ド

ル
で
世
界
第
１
位
。

社
会
党
初
の
女
性
委
員
長
誕
生

ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
爆
発
事
故

円
高
不
況
の
下
、
地
価
高
騰
続
く

天
皇
陛
下
入
院

１
月
ソ
連
で
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
第
１
段

階
終
了
。

２
月
Ｇ
５
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
化
で
合
意

（
ル
ー
ブ
ル
合
意
）

地
価
異
常
高
騰

竹
下
内
閣

大
韓
航
空
機
撃
墜

10
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
株
価
大
暴
落
。

下
落
率
22
・
６
％
。（
暗
黒
の
月
曜
日
）

ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
新
興
工
業
国
）
諸
国
か

ら
の
製
品
輸
入
急
増
。

円
、
戦
後
最
高
値
更
新
＝
１
２
０
円

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ

ー
で
開
催
。

９
月
韓
国
ソ
ウ
ル
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
完
成
。

東
京
ド
ー
ム
完
成
。

瀬
戸
大
橋
完
成
。

12
月
消
費
税
法
案
成
立
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

施
行

日
教
組
の
４
０
０
日
抗

争
（
86-

88
）、
総
評
運
動

の
地
盤
沈
下
を
表
徴
。

11
月
９
日
政
策
推
進
労
組

会
議
が
解
散
。

11
月
19
日

同
盟
が
解
散

大
会
。

中
立
労
連
が
解
散
。

11
月
20
日

全
日
本
民
間

労
組
連
合
（
民
間
連
合
）

が
発
足
（
62
組
織
５
５

５
万
人
）

連
合
三
役
会
で
労
働
界

全
体
の
統
一
を
確
認

総
評
大
会
１
年
後
の
官

民
統
一
、
総
評
解
散
を

決
定

新
産
別
が
解
散



１
９
８
９

（
平
成
元
年
）

１
９
９
２

（
平
成
４
年
）

１
９
９
１

（
平
成
３
年
）

１
９
９
０

（
平
成
２
年
）

1990－94新システムへの挑戦

１
月
　
第
７
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
（
シ
ド
ニ
ー
）
20
カ
国
１
２
０

人
。
Ｊ
Ｃ
55
人
の
代
表
団
。
シ
ド
ニ
ー
宣
言
採
択

２
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
電
機
・
電
子
産
業
会
議
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
92
年
１
月

か
ら
の
Ｅ
Ｃ
市
場
統
合
に
向
け
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
対
応
を
論
議
。

３
月
　
金
属
最
賃
会
議
（
機
械
金
属
関
係
単
産
最
賃
連
絡
会
議
）
発
足
。

６
月

第
27
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
金
属
労
働
者
」
テ
ー
マ
に
討
論
。
15
年
間

書
記
長
務
め
た
ハ
ー
マ
ン
・
レ
ブ
ハ
ン
氏
退
任
し
、
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
レ

ン
タ
ッ
キ
氏
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
書
記
長
に
。「
中
国
情
勢
に
関
す
る
声
明
」
採
択
。

天
安
門
で
の
虐
殺
を
非
難
、
民
主
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
る
よ
う
要
求
。

11
月
　
金
属
機
械
結
成
（
全
機
金
と
全
国
金
属
が
組
織
統
合
。
金
属
機
械

と
し
て
加
盟
形
態
を
変
更
）

12
月
　
直
加
盟
組
合
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
労
組
が
造
船
重
機
労
連
に
加

盟
。
直
加
盟
方
式
か
ら
産
別
加
盟
方
式
に
変
更
。

12
月
　
マ
イ
エ
キ
ソ
南
ア
フ
リ
カ
金
属
関
連
労
組
書
記
長
の
釈
放
実
現
。

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
が
、
週
35
時
間
制
を
獲
得
。（
現
行
週
37
時
間
か
ら
、
93
年
４

月
ま
で
に
36
時
間
、
95
年
10
月
ま
で
に
35
時
間
に
短
縮
）
時
短
と
共
に
、

６
％
の
賃
上
げ
獲
得
。

６
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
初
の
ソ
ウ
ル
開
催
。
東
西
冷
戦
の
終
結
ふ
ま
え
調

査
報
告
書
「
東
欧
に
お
け
る
金
属
労
働
者
」
承
認
。「
韓
国
に
お
け
る

政
治
お
よ
び
労
働
組
合
情
勢
」
決
議
採
択
。
韓
国
金
属
労
連
へ
の
支
援

確
認
。「
ア
ジ
ア
の
金
属
労
組
―
組
織
化
の
挑
戦
」
で
討
論
。

６
月
　
第
19
回
常
任
幹
事
会
に
「
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
『
金
属
労
協
の
あ

り
方
』」
に
つ
い
て
答
申
、
確
認
。

９
月
　
第
29
回
定
期
大
会
で
「
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
」
答
申
を
承
認
。
中
村
議
長

が
退
任
し
、
第
４
代
議
長
と
し
て
得
本
輝
人
自
動
車
総
連
会
長
を
選
出
。

９
月
　
全
電
線
、
非
鉄
金
属
労
連
が
Ｊ
Ｃ
加
盟
。

11
月
　
Ｊ
Ｃ
が
女
性
活
動
委
員
会
を
設
置
（
市
川
佳
子
委
員
長
）。

10
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
欧
会
議
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
リ
ス
ボ
ン
）
開
催
。
東
欧
な
ど

11
カ
国
12
組
織
１
９
３
万
余
の
新
規
加
盟
承
認
。「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
多
国
籍

企
業
―
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
企
業
別
協
議
会
の
役
割
」
め
ぐ
り
論
議
。

９
月
　
全
金
連
合
が
ゼ
ン
キ
ン
連
合
に
改
称
。
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
答
申
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
機
関
と
し
て
「
基
本
政
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。

11
月
　
第
１
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
よ
り
一
層
の

相
互
理
解
と
協
力
の
た
め
の
対
話
進
め
る
た
め
以
後
継
続
開
催
。
▼

12
月
　
第
１
回
日
韓
金
属
ト
ッ
プ
定
期
協
議
（
東
京
）

４
月
　
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル
労
協
発
足
（
連
合
体
め
ざ
し
、
労
協
体
制
に
移
行
）。

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
プ
ラ
ハ
で
開
催
。
東
欧
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
10
カ
国
12
組
織
１
４
２
万
人
が
新
規

加
盟
。
東
欧
に
関
し
て
討
議
。

７
月
　
電
機
労
連
が
45
周
年
を
期
し
て
電
機
連
合
に
改
称
。

９
月
　
第
31
回
定
期
大
会
で
、「
生
活
者
重
視
の
新
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
」
に
挑
戦
す
る
と
の
運
動
方
針
を
決
定
。
直
加
盟
組
合
の
コ
ニ
カ

労
組
が
従
来
か
ら
加
盟
し
て
い
た
連
合
傘
下
の
全
化
同
盟
一
本
で
い
く

こ
と
を
決
め
た
こ
と
に
伴
い
、
Ｊ
Ｃ
を
円
満
脱
退
。

10
月
　
従
来
の
Ｊ
Ｃ
紹
介
ス
ラ
イ
ド
に
代
え
、
Ｊ
Ｃ
紹
介
用
ビ
デ
オ

●
一
杯
の
か
け
そ

ば●
酒
よ

●
美
空
ひ
ば
り
逝

く●
愛
さ
れ
る
理
由

●
金
満

●
バ
ブ
ル
崩
壊

●
森
重
久
弥
に
文

化
勲
章

●
愛
は
勝
つ

●
若
貴
時
代

●
さ
る
の
こ
し
か

け●
ほ
め
殺
し

●
も
つ
鍋

１
月

昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
ス
タ
ー
ト

４
月

消
費
税
５
％
導
入
施
行
。

６
月

中
国
天
安
門
流
血
　

事
件

宇
野
、
海
部
政
権

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊

12
月

天
皇
即
位
の
礼

７
月
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
対
ソ
支

援
打
ち
出
す
。

８
月
イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
・

制
圧
。
国
連
安
保
理
は
イ
ラ
ク
軍
の

即
時
撤
退
を
決
議
。

10
月
東
西
ド
イ
ツ
統
合
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
秋
山
記
者
、
日
本
人
初
の
宇
宙
旅
行

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
廃
案

湾
岸
戦
争

紀
子
さ
ま
ブ
ー
ム

１
月
米
軍
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
が
イ

ラ
ク
攻
撃
し
湾
岸
戦
争
勃
発
。
２
月

末
、
イ
ラ
ク
軍
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら

撤
退
し
、
国
連
決
議
を
受
託
し
終
結
。

８
月
ソ
連
の
「
８
月
政
変
」

９
月
バ
ル
ト
三
国
、
12
月
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共

和
国
が
独
立
。
独
立
国
家
共
同
体
の

発
足
で
ソ
連
邦
消
滅
。

雲
仙
普
賢
岳
で
最
大
規
模
の
火
砕
流
発
生

２
月
ブ
ッ
シ
ュ
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
初
会
談
。

６
月
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
問
題
開

発
会
議
）

６
月
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
成
立
。
自
衛
隊
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
が
可
能
に
。

７
月
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領
を
加
え
た
Ｇ
７+

１
会
合
も

併
せ
て
開
催
。

千
代
の
冨
士
引
退

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ

で
開
幕
。

11
月
21
日
午
前
、
総
評

が
解
散
大
会
。

11
月
21
日
午
後

２
時
、
官
民
統

一
の
「
連
合
」

発
足
。
78
組
織

８
０
０
万
の
代

表
が
参
加
。
戦

後
43
年
に
し
て

労
働
戦
線
の
真

の
統
一
が
実
現
。

（
山
岸
初
代
会

長
）

参
院
選
挙
で
与
野
党
逆

転
―
連
合
参
院
が
誕
生

連
合
初
の
春
闘
　
１
５

０
２
６
円
、
５
・
94
％

連
合
、
消
費
税
廃
止
か

ら
欠
陥
是
正
へ
方
針
転

換
。

湾
岸
戦
争
、
連
合
内
で

Ｐ
Ｋ
Ｏ
議
論
活
発
化
。

連
合
、
総
評
セ
ン
タ
ー
、

友
愛
会
議
が
参
院
選
推

進
労
組
会
議
を
結
成
。

連
合
型
参
議
院
選
挙
22

名
擁
立
す
る
も
東
京
除

き
完
敗
。

連
合
「
国
の
基
本
政
策

に
対
す
る
態
度
」
を
確

認
。

育
児
休
業
法
施
行

7 IMF JC 2004 Summer ＆ Autumn

★9．シドニー宣言
１９８９年１月、第７回IMFアジア地
域会議（シドニー）でシドニー宣言
採択（①人権および労働組合権の侵
害に悩む全ての組合への支援の継
続、②自由な団体交渉を重視し、ア
ジアの金属労働者が自ら生産するも
のを購入できるものにする。③IMF
の援助の下、未組織労働者の組織化
活動を強化。④IMFの包括的な教育
プログラムを継続拡大）

★10．金属最賃会議
１９８９年３月発足。８９年は、新産
業別最賃にとって重要な年。法定産
業別最低賃金は、８９年度に新産業
別最賃に転換しなければ、地域別最
賃の適用がなされるため、ＪＣとし
ても、機械・金属関係の新産業別最
賃の確立に向けて取り組み強化を確
認。８６年に、従来の「金属４単産
最賃連絡会議」を拡大し、金属８単
産とＩＭＦ－ＪＣで金属産業として
幅広い取り組みを行うこととした。
この連絡会議を発展・継承させ、８
９年3月「金属最賃会議」の第１回
総会を開催し、事務局をＪＣ内にお
いて発足。

第１回日韓金属労組定期協議（９１.２、東京）

Ｐ
42
‥
エ
ポ
ッ
ク

③
参
照

★11．ＪＣあり方委員会答申
答申内容は、「金属大産別組織としての組織の強
化拡大を図る」。「金属労協の４つの運動領域を
基本に効率的かつ効果的な運動を展開」。「地連
活動の充実と都道府県単位の集まりへの取り組
み」などを打ち出した。特に金属労協は金属大
産別として「連合」の中核としてその運動に積
極的に協力することとし、連合の大産別型運営
の導入を要望。

ブ
ッ
シ
ュ
・
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
会
談
、

東
西
冷
戦
終
結
を

確
認

（
マ
ル
タ
会
談
）。



１
９
９
３

（
平
成
５
年
）

１
９
９
４

（
平
成
６
年
）

１
９
９
５

（
平
成
７
年
）

労
働
運
動
・
労
働
関
連

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
／
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
動
き

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

文
化
・
流
行
語
な
ど

1990－94新システムへの挑戦

「T
h
is
is
IM
F
-J
C

」（
所
要
時
間
19
分
）
作
成
。

12
月
　
第
２
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
で
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
。

「
日
独
の
労
働
条
件
比
較
」
と
「
日
本
の
生
産
方
式
」
の
二
つ
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
確
認
。

２
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
事
務
・
技
術
職
労
働
者
世
界
会
議
（
東
京
）
22
カ
国
１
０
０
人
。

テ
ー
マ
「
勤
労
者
生
活
を
改
善
す
る
労
働
組
合
―
未
来
へ
の
結
集
」

６
月
　
第
28
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
）
加
盟
80
カ
国

１
８
０
組
織
１
８
０
０
万
人
代
表
し
、
８
０
０
人
が
参
加
。
大
会
テ
ー

マ
「
連
帯
の
１
０
０
年
―
未
来
を
構
築
す
る
」。

９
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
副
所
長
に
畑
恒
夫
Ｊ
Ｃ
国
際
局
部

長
が
就
任
。

９
月
　
第
32
回
大
会
で
「
新
し
い
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」（
中
間

報
告
）
採
択
。
基
本
政
策
検
討
委
員
会
中
間
報
告
「『
金
属
労
協
の

地
方
組
織
の
あ
り
方
』
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
」
発
表
。

10
月
　
第
１
回
新
し
い
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。

12
月
６
日
　
第
36
回
協
議
委
員
会
で
94
年
闘
争
要
求
「
５
％
基
準
」「
年
間

総
実
労
働
１
８
０
０
時
間
の
達
成
」
決
定
。

１
月
　
西
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
設
25
周
年
祝
す
。
卒
業

生
８
０
８
人
、
内
６
割
が
現
役
で
活
躍
。
25
周
年
記
念
し
て
「
労

働
と
人
間
を
考
え
る
」（
中
央
経
済
社
）
か
ら
出
版
。

４
月
　
第
５
回
女
性
研
修
会
で
、
女
性
の
参
画
促
進
に
向
け
「
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
女
性
奨
励
策
」
に
学
ぶ
。

４
月
　
初
の
生
活
改
善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く
。
94
年
闘
争
の
中
間
ま
と
め

と
政
策
・
制
度
の
検
討
行
う
。

５
月
　
第
10
回
世
界
造
船
会
議
（
千
葉
・
舞
浜
）
22
カ
国
１
０
８
人
。
メ

イ
ン
テ
ー
マ
「
世
界
の
造
船
産
業
―
そ
の
現
在
位
置
」。「
職
場
と

環
境
の
安
全
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。

５
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
（
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
の
中
で
の
人
権
及
び
労
働
組
合
権
の
尊
重
」
に
力
点
置
き
、「
社
会

的
・
経
済
的
発
展
の
た
め
の
金
属
労
働
者
の
憲
章
」
を
採
択
。

６
月
　
30
周
年
記
念
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
北
海
道
・
洞
爺
湖
）
メ
イ
ン
テ

ー
マ
「
金
属
２
０
０
０
戦
略
と
挑
戦
―
共
生
へ
の
」。
今
後
の
国
際
　

連
帯
の
あ
り
方
討
議
。

９
月
　
第
33
回
大
会
、
得
本
議
長
再
選
、
阿
島
新
事
務
局
長
選
出

「
新
し
い
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
確
認
。

基
本
政
策
検
討
委
員
会
答
申
「
新
し
い
時
代
に
向
け
た
金
属
労
協
　

の
組
織
と
運
動
の
進
め
方
」

９
月
　
Ｊ
Ｃ
組
織
人
員
２
６
８
万
人
に
発
展
（
ピ
ー
ク
、
こ
れ
以
降
減
少
傾
向
）

11
月
　
第
４
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
（
東
京
）
で
、
二
つ
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ま
と
め
る
。

12
月

金
属
８
産
業
労
使
会
議
ス
タ
ー
ト
（
現
在
の
金
属
労
使
会
議
の
前
身
）

12
月

日
経
連
と
の
共
同
で
「
空
洞
化
対
策
及
び
構
造
改
革
に
関
す
る
緊

急
要
請
」
を
村
山
首
相
に
。

１
月

阪
神
・
淡
路
大
震
災
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
‥
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
全
国
か
ら
延
べ
５
万
人
が
参
加
‥
Ｊ
Ｃ
加
盟
単
産
・
単
組
か
ら
　

も
４
６
０
０
人
が
参
加
。
▼
Ｐ
43
‥
エ
ポ
ッ
ク
④
参
照

３
月
　
95
年
闘
争
労
組
代
表
者
交
流
集
会
で
、
引
き
続
き
急
遽

●
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

●
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡

の
橋

●
ワ
イ
ル
ド
ス
ワ

ン●
猛
暑
と
渇
水

●
茶
髪

●
ゲ
ー
ム
機
プ
レ

イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ソ
ニ
ー
）

●
フ
ォ
レ
ス
ト
ガ

ン
プ

●
大
往
生

●
サ
リ
ン

国
際
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
が

成
立
―
自
衛
隊
初
の
海
外
へ
。

複
合
不
況
深
刻

12
月
　
改
造
宮
沢
内
閣
（
93.

８.

５.

）

１
月

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
第
42
代
大

統
領
に
就
任

３
月

金
丸
脱
税
容
疑
で
逮
捕
、
ゼ
ネ
コ
ン

汚
職
拡
大

６
月
　
内
閣
不
信
任
案
可
決
。

１
ド
ル
＝
１
０
０
円
時
代

７
月
　
北
海
道
南
西
沖
地
震
、
奥
尻
島
な
ど

で
被
害
、
死
者
・
行
方
不
明
２
３
９

人

皇
太
子
結
婚

８
月
　
自
民
党
の
一
党
支
配
体
制
崩
れ
る
。

７
党
１
会
派
に
よ
る
細
川
内
閣
誕

生
、
連
合
が
全
面
支
援
。（
〜
94
年

４
月
28
日
）

ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
決
着

４
月
　
羽
田
内
閣
（
６.

25
ま
で
）
社
会
党
が
　

連
立
政
権
離
脱
し
少
数
派
に
な
っ
た

た
め
わ
ず
か
64
日
間
の
短
命
内
閣
。

６
月
　
自
・
社
・
さ
三
党
連
立
で
村
山
内
閣

誕
生
（
96
年
１
月
11
日
ま
で
）

７
月
　
金
日
成
死
去

７
月
　
村
山
首
相
が
自
衛
隊
合
憲
と
表
明

（
社
会
党
の
非
武
装
中
立
論
を
放
棄
）

６
月

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
史
上
初
め
て

１
ド
ル
１
０
０
円
割
れ

11
月

新
進
党
発
足
（
海
部
元
首
相
が
代
表
）

11
月

消
費
税
率
引
き
上
げ
含
む
税
制
改
革
　

法
案
が
成
立

１
月
　
阪
神
淡
路
大
震
災
。
死
者
６
４
３
２

人
、
51
万
棟
の
住
宅
が
全
半
壊
。

３
月
　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
死
者
10
人
と

５
０
０
０
人
近
い
被
害
者
。

４
月

Ｇ
７
逆
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
高
是
正
。

連
合
第
３
回
大
会
で

山
岸
会
長
―
鷲
尾
事

務
局
長
の
新
体
制

連
合
山
岸
会
長
か
ら
芦

田
甚
之
助
会
長
（
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
会
長
）
へ
。

連
合
、
羽
田
内
閣
・
村

山
内
閣
に
是
々
非
々
の

立
場
表
明
。

介
護
休
業
法
成
立
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★13．新しい経済・社会
システムづくり

経済活動における勤労者、消費者、国
民・納税者の立場を代表して、経済・社
会改革を担う労働組合としての役割を再
構築することによって、日本の経済・社
会システムを産業・組織優先から人間尊
重へと転換していくことを目的に、具体

★14．基本政策検討委員会
答申

結成３０年を迎えた１９９４年９月第３３回大
会で確認。正式名称は「新しい時代に向けた
金属労協の組織と運動の進め方」。金属労協
の役割と責任、組織と運動、について提起。
特に。大産別組織の認識のもとに「協議会」
組織として質・量の充実をはかる、として、
「金属労協の『地区協』は『地方連合金属部
門連絡会』に収斂していく」ことなどを打ち
出している。

第２回日独金属労組定期
協議（９２.１２、東京）

ＪＣ傘下から４６００人ボランティア。

★12．第28回ＩＭＦ世界大会
（スイス・チューリッヒ）

１９９３年６月加盟８０カ国１８０組織１８００万人
代表し、８００人が参加。大会テーマ「連帯の１０
０年―未来を構築する」。従来の決議文採択に代え
て、初めてアクションプログラムについて討議、
「ＩＭＦの目標と役割」「労働組合権」「雇用と労働
時間」「南北関係」「多国籍企業」「組織化・教育訓
練・コミュニケーション」など１００項目からなる
アクションプログラムを決定。ＩＭＦ
新会長にクラウス・ツヴィッケルＩＧ
メタル会長を選出。マレンタッキ書記
長再選。瀬戸一郎ＩＭＦ書記次長（Ｉ
ＭＦ東アジア地域事務所所長）が勇退。
小島正剛ＪＣ副議長が東アジア地域事
務所代表に就任。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
結
成
百
周
年
を
祝

し
て
。
第
28
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世

界
大
会
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
）



１
９
９
７

（
平
成
９
年
）

１
９
９
６

（
平
成
８
年
）

１
９
９
８

（
平
成
10
年
）

１
９
９
９

（
平
成
11
年
）

1995－99戦後50年の総決算

「
円
高
阻
止
緊
急
集
会
」
開
催
。

９
月
　
キ
ヤ
ノ
ン
労
組
な
ど
直
加
盟
５
単
組
が
Ｊ
Ｃ
脱
退
。（
Ｊ
Ｃ
メ
タ
ル

の
連
合
体
化
へ
の
移
行
で
き
ず
）

９
月
　
Ｊ
Ｃ
日
経
連
と
共
同
で
「
円
高
・
空
洞
化
阻
止
に
向
け
て
の
労
使
に

よ
る
十
大
提
言
」
で
政
府
要
請
。

11
月
　
第
９
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
（
シ
ド
ニ
ー
）
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
地
域
機
構
を
改
編
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
会
議
を
創
設
。

１
月
　
第
１
回
ア
ジ
ア
連
帯
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）（
現
在
の

名
称
‥
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ
ミ
ナ
ー
）

３
月
　
96
闘
争
Ｊ
Ｃ
57
単
組
平
均
８
４
５
０
円
獲
得
（
平
均
１
２
０
０
０
円

賃
上
げ
要
求
）

８
月
　
非
鉄
連
合
結
成
（
非
鉄
金
属
労
連
が
資
源
労
連
、
三
井
金
属
労
連
と
　

再
統
一
。
Ｊ
Ｃ
加
盟
を
非
鉄
連
合
に
改
称
）

９
月
　
民
主
党
発
足

11
月
　
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
東
日
本
コ
ー
ス
が
開
設
30
周
年
。

「
労
働
者
教
育
と
大
学
の
役
割
」
テ
ー
マ
に
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
　

ム
（
明
学
）
東
日
本
30
回
ま
で
の
修
了
生
計
７
７
０
名
。
西
日
本
　

は
28
回
ま
で
の
修
了
生
計
９
３
４
名
。

２
月
　
週
40
時
間
労
働
制
実
施
に
伴
う
経
営
側
に
よ
る
月
例
賃
金
減
額
の
動
　

き
」
に
対
し
て
こ
れ
に
断
固
反
対
す
る
金
属
労
協
の
見
解
を
発
表
。

３
月
　
97
闘
争
Ｊ
Ｃ
57
単
組
平
均
８
９
５
９
円
獲
得
（
平
均
１
３
０
０
０
円

賃
上
げ
要
求
）

４
月
　
Ｊ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。

５
月
　
第
29
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
企
業
行
動
規
範

へ
の
取
り
組
み
打
ち
出
す
。

７
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
香
港
セ
ミ
ナ
ー
開
き
、
香
港
の
金
属
労
働
者
の
支
援
と
連
帯
を
確
認
。

９
月
　
組
織
人
員
２
５
２
万
人
（
前
年
比
―
５
万
人
減
）

９
月
　
Ｊ
Ｃ
賃
金
・
労
働
政
策
を
採
択
。

10
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
労
働
時
間
会
議
（
東
京
）
Ｉ
Ｍ
Ｆ
労
働
時
間
政
策
を
確

認
。
世
界
33
国
55
組
織
の
代
表
が
出
席
。

３
月
　
98
年
闘
争
ポ
ス
タ
ー
「
21
世
紀
へ
の
約
束
―
１
８
０
０
時
間
を
21

世
紀
に
持
ち
越
さ
な
い
」
Ｊ
Ｃ
統
一
要
求
‥
純
ベ
ア
７
０
０
０
円
。

電
機
１
５
０
０
円
純
ベ
ア
獲
得
。

９
月
　
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を
設
置
。

12
月
24
日
　
１
９
４
２
企
業
労
使
の
共
同
署
名
に
よ
る
「
経
済
再
生
に
向
け

た
緊
急
要
請
」
実
施
。

１
月
　
西
日
本
コ
ー
ス
30
周
年
迎
え
、「
21
世
紀
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
労
組
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
と
教
育
活
動
」
テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
京
都
）。

３
月
　
99
年
闘
争
。
純
ベ
ア
３
０
０
０
円
要
求
。
時
短
１
８
０
０
時
間
台
を

要
求
。
電
機
純
ベ
ア
５
０
０
円
獲
得
。

●
住
専

●
メ
ー
ク
ド
ラ
マ

●
エ
イ
ズ
薬
害

●
Ｏ-

１
５
７
発

生●
い
け
て
る

●
マ
イ
ブ
ー
ム

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー

●
失
楽
園

●
バ
イ
ア
グ
ラ

●
環
境
ホ
ル
モ
ン

●
き
れ
る

●
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

98
発
売

●
発
泡
酒
麒
麟
淡

麗
生

●
地
域
振
興
券

●
カ
ー
ナ
ビ

６
月

円
高
進
み
、
一
時
１
ド
ル
＝
79
・
75
円
。

７
月

北
海
道
と
東
京
で
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
簡
易
型

携
帯
電
話
）
サ
ー
ビ
ス
開
始
、
10
月

か
ら
全
国
展
開
。

８
月
　
戦
後
50
年
迎
え
る

９
月

日
銀
が
公
定
歩
合
０
・
５
％
に
引
き

下
げ
。
史
上
最
低
。

11
月

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
日
本
語
版

12
月

福
井
県
の
高
速
増
殖
炉「
も
ん
じ
ゅ
」

で
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
Ｑ
Ｖ
―
10
発
売
。

１
月
　
村
山
内
閣
退
陣
、
自
社
さ
連
立
の
橋

本
内
閣
発
足
。

７
月

ア
メ
リ
カ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
（
８.

４
ま
で
）

96
年
末
か
ら
円
安
に

ペ
ル
ー
で
ゲ
リ
ラ
日
本
大
使
館
公
邸
占
拠
。

４
月

消
費
税
率
３
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ
。

４
月
　
ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
１
２
７

日
目
に
解
放
。

７
月
　
香
港
が
１
５
５
年
ぶ
り
に
英
国
か
ら

中
国
に
返
還
。「
一
国
二
制
度
」
に
。

７
月

ア
ジ
ア
経
済
危
機

８
月
　
自
民
、
93
年
７
月
の
総
選
挙
以
来
、

４
年
２
カ
月
ぶ
り
に
過
半
数
を
回
復
。

９
月
　
第
２
次
改
造
橋
本
内
閣
（
98.

７.

30
ま
で
）。

11
月

三
洋
証
券
、
拓
銀
、
山
一
証
券
の
相
次

ぐ
破
綻
を
き
っ
か
け
に
金
融
危
機
。
貸

し
渋
り
の
横
行
。

11
月

財
政
構
造
改
革
法
の
成
立
。

12
月
　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
３
回
締
約
国
会
議
）
京
都
で
開
催
。

12
月
　
新
進
党
、
両
院
議
員
総
会
で
解
党
を

決
定
。（
94
年
12
月
新
進
党
結
党=

海
部
初
代
党
首
）

２
月

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
日
本
金
５

個
。

３
月

新
・
民
主
党
の
発
足
。

４
月
　
金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
幕
開
け
。

６
月
　
４
年
に
わ
た
る
自
民
・
社
民
・
さ
き

が
け
体
制
に
幕
。

７
月

参
議
院
選
で
自
民
惨
敗
、
橋
本
首
相

退
陣
し
、
小
渕
内
閣
発
足
。

10
月
　
新
党
さ
き
が
け
が
解
党
。

11
月

94
年
に
解
党
し
た
公
明
党
が
復
活
。

11
月
　
自
民
党
と
自
由
党
が
連
立
政
権
に
合
意
。

１
月
　
新
規
国
債
31
兆
５
０
０
億
円
発
行
‥
依

然
と
し
て
政
府
の
景
気
拡
大
策
は
公
共

投
資
拡
大
。

１
月
　
Ｅ
Ｕ
通
貨
統
合

１
月

改
造
小
渕
内
閣
。
自
自
連
立
。

２
月

初
の
脳
死
判
定
に
よ
る
心
臓
・
肝
臓
移
植
手
術

５
月
失
業
率
３
・
５
％
、

２
４
０
万
人
。

住
専
問
題

民
主
党
結
成

４
月
完
全
週
40
時
間
制

施
行
。

10
月
連
合
会
長
に
鷲
尾

悦
也
氏
。

12
月
介
護
保
険
法
が
成

立
。

【
初
任
給
】
大
卒
20
万
61

円２
月

韓
国
金
属
連
合

（
Ｋ
Ｍ
Ｗ
Ｆ
）
19
万
人
が

結
成
。

７
月
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ

ア
地
域
事
務
所
開
設
。

代
表
は
ア
ル
ナ
サ
ラ
ム

氏
。
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★15．賃金・
労働政策

１９９７年９月大会で採
択。「ヒューマンな長期安
定雇用」を基本とするこ
れからの雇用システムに
ついて提起すると共に、
そのヒューマンな長期安
定雇用を具体化するため
の新しい賃金・処遇制度
について提起。

東日本コース30周年記念国際シンポジウム
（９６.12、明治学院大学）

緊急要請を野中官房長官に
渡す得本代表

ＩＭＦ世界労
働時間会議
（９７.10、東
京）



６
月
　
Ｊ
Ｃ
「
環
境
政
策
」
策
定
。

９
月
　
大
会
で
組
織
人
員
の
減
少
顕
著
。
２
４
６
万
人
か
ら
２
３
５
万
人
に

11
万
人
減
少
。

９
月
　
マ
レ
ン
タ
ッ
キ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
迎
え
、
多
国
籍
企
業
行
動
規
範
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
東
京
）

９
月
９
日
　
Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
（
ゼ
ン
キ
ン
連
合
と
金
属
機
械
が
組
織
統
一
）。
Ｊ

Ｃ
組
織
人
員
は
２
４
６
万
人
。
女
性
活
動
委
員
会
を
発
展
的
解
消
。

10
月
　
第
７
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）

11
月
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
松
下
太
平
洋
地
域
協
議
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

３
月
　
鉄
鋼
労
連
は
２
０
０
０
年
闘
争
よ
り
隔
年
に
交
渉
す
る
「
複
数
年
協
定
」
を

ス
タ
ー
ト
・
２
０
０
０
年
闘
争
で
２
年
間
ベ
ア
１
０
０
０
円
を
獲
得
。

60
歳
以
降
の
就
労
確
保
を
、３
原
則
を
基
本
に
共
闘
。５
産
別
で
成
果
獲
得
。

３
月
　
ベ
ア
２
０
０
０
円
３
０
０
０
円
で
要
求
。
電
機
は
純
ベ
ア
５
０
０
円

獲
得
。
基
本
方
針
は
99
年
闘
争
と
変
わ
ら
ず
。

◎
１
８
０
０
時
間
台
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
も
の
の
、
実
際
に

１
８
０
０
時
間
台
未
満
を
達
成
し
た
の
は
全
体
の
２
割
程
度

４
月
　
最
終
の
第
11
回
男
女
平
等
研
修
会
開
く
。

６
月
　
金
属
議
員
内
規
を
新
設
し
、
加
盟
単
産
の
組
織
内
議
員
を
政
治
顧
問

と
し
て
位
置
づ
け
、
立
候
補
段
階
か
ら
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
決

定
。
６
月
総
選
挙
に
金
属
労
協
推
薦
11
名
を
決
定
。

６
月
　
横
浜
で
第
５
回
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ
ミ
ナ
ー
及
び
第
37
回
国
際
労
働

セ
ミ
ナ
ー
を
「
ア
ジ
ア
を
知
る
」
テ
ー
マ
に
合
同
開
催
。

７
月
　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
　
Ｊ
Ｃ
モ
デ
ル
に
よ
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
進
め
方
」
決
定
、
ス
タ

ー
ト
。
秋
か
ら
経
営
側
に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
２
０
０
１.

11
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世

界
大
会
ま
で
に
締
結
促
進
。

７
月
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
カ
レ
ッ
ジ
構
想
の
提
案
。

９
月
　
得
本
議
長
が
勇
退
、
草
野
新
議
長
。

運
動
方
針
で
「
２
０
０
２
年
秋
を
目
標
に
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡

会
に
収
斂
し
、
地
連
解
散
」
打
ち
出
す
。

７
月
　
「
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
金
属
労
協
の
考
え
方
」
を
策
定

９
月
　
草
野
議
長
が
連
合
事
務
局
長
へ
、
鈴
木
新
議
長
。

９
月
　「
労
使
合
意
に
よ
る
社
会
的
合
意
形
成
に
向
け
た
新
た
な
運
動
展
開
」

が
提
起

９
月
11
日
　
ワ
シ
ン
ト
ン
　
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
勃
発
　
国
際
的
に
テ
ロ
に

対
す
る
緊
張
は
し
る
―
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
Ｊ
Ｃ
の
国
際
連
帯
活
動
に
大
き

な
影
響
‥
停
滞
期

11
月
　
東
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
上
級
コ
ー
ス
に
衣
替
え
。

11
月
　
シ
ド
ニ
ー
で
第
30
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
。
そ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｃ
は
Ｃ

Ｏ
Ｃ
協
定
化
実
現
な
ら
ず
。

12
月
　
日
経
連
と
の
懇
談
会
で
雇
用
対
策
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
な
ど
で
意
見
交
換
。

●
雪
印
乳
業
食
中

毒
事
件

●
ミ
レ
ニ
ア
ム

●
お
っ
は
ー

●
大
リ
ー
グ
で
イ

チ
ロ
ー
活
躍

●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド●
狂
牛
病

４
月

都
知
事
に
石
原
慎
太
郎
当
選
。

４
月

98
年
度
経
済
成
長
は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
成

長
。
個
人
消
費
刺
激
の
た
め
商
品
券
支
給

５
月

失
業
率
４
・
６
％
、
３
３
４
万
人
。

ト
ル
コ
西
部
・
台
湾
中
部
で
大
地
震

９
月
　
東
海
村
の
核
燃
料
工
場
で
国
内
初
の
臨
界
事
故

９
月
　
神
奈
川
県
警
の
不
祥
事
続
発
。
警
察
不
信
募
る
。

10
月
　
改
造
小
渕
内
閣
、
自
自
公
連
立
。

11
月

自
衛
隊
海
外
派
兵
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
避
難
民

救
援
に
自
衛
隊
を
派
遣
。

１
月
１
日
ミ
レ
ニ
ア
ム
、
西
暦
２
０
０
０

年
代
を
迎
え
世
界
各
地
で
記
念
行
事
。

有
珠
山
噴
火

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
シ
ド
ニ
ー
で
開
催

４
月
　
自
公
が
自
由
党
と
の
連
立
解
消
。

４
月
　
小
渕
首
相
が
緊
急
入
院
。

４
月

自
由
党
の
連
立
残
留
を
求
め
る
グ
ル

ー
プ
が
保
守
党
を
旗
揚
げ
。

４
月
　
森
内
閣
発
足
。

５
月
　
小
渕
前
首
相
死
去

５
月

ロ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン

氏
就
任
。

６
月

南
北
朝
鮮
首
脳
が
初
の
会
談
。

６
月
　
総
選
挙
、
自
公
保
連
立
で
安
定
確
保
、

森
内
閣
発
足
７.

25.

６
月
　
雪
印
乳
業
の
食
中
毒
菌
の
汚
染
発

覚
。
企
業
の
社
会
的
責
任
問
わ
れ
る
。

11
月

米
大
統
領
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
当
選
。

７
月

そ
ご
う
倒
産

７
月
　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
。
情
報
技
術
格
差
や
感

染
症
予
防
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
首
脳
宣
言

採
択
。
日
本
に
対
し
経
済
構
造
改
革
要
求

８
月
　
三
宅
島
噴
火
、
９
月
１
日
全
島
避
難
。

１
月

１
府
12
省
庁
へ
の
行
政
機
構
改
革
。

労
働
省
が
厚
生
労
働
省
に
。

１
月

政
府
が
「e-Japan

戦
略
」
を
発
表
。

３
月
　
日
銀
が
量
的
金
融
緩
和
政
策
に
転

換
。

４
月
　
情
報
公
開
法
が
成
立
。

４
月
　
自
公
保
連
立
に
よ
る
小
泉
内
閣
発
足
。

「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
を
旗
印
に
。

６
月
　
大
阪
池
田
小
学
校
に
男
が
乱
入
し
児

童
８
人
を
殺
害
。

７
月
　
完
全
失
業
率
５
％
台
に
。

９
月

大
手
ス
ー
パ
ー
マ
イ
カ
ル
倒
産
。

９
月
　
歌
舞
伎
町
ビ
ル
火
災
44
人
死
亡
。

９
月

国
内
初
の
狂
牛
病
発
生
。
そ
の
後
の

農
水
省
の
対
応
の
ま
ず
さ
も
あ
り
、

国
民
の
牛
肉
離
れ
す
す
む
。

９
月
　
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
。
３
０
０
０
人

を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
。

12
月
　
海
上
自
衛
隊
が
不
審
船
を
追
跡
、
沈

没
。
北
朝
鮮
籍
の
可
能
性
大
。

３
月
も
の
づ
く
り
基
本

法
成
立
。

４.

１.

改
正
男
女
雇
用
均

等
法
施
行
。

５
月
失
業
率
４
・
６
％

４
月
労
基
法
改
正
施
行

（
労
働
時
間
の
女
子
保
護

規
定
の
廃
止
。
企
画
業

務
裁
量
性
の
導
入
）。
派

遣
労
働
法
原
則
全
業
務

解
禁
（
製
造
業
務
は
禁

止
）。
介
護
保
険
制
度
の

実
施
。

７
月
失
業
率
５
％
台
。

10
月
日
経
連
と
連
合
が

「
雇
用
に
関
す
る
社
会
合

意
推
進
宣
言
」

10
月
連
合
の
会
長
に
笹

森
清
氏
、
事
務
局
長
に

草
野
忠
義
氏
。
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労
働
運
動
・
労
働
関
連

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
／
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
動
き

政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
・
物
価

文
化
・
流
行
語
な
ど

２
０
０
０

（
平
成
12
年
）

２
０
０
１

（
平
成
13
年
）

1995－99
戦後50年の総決算2000－04２１世紀新たな挑戦の時代

第
11
回
男
女
平
等
研
修
会
―

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
テ
ー
マ
に
全
体
討
議
。

第５回アジア金属連帯セミナー／第３７
回国際労働セミナーでのパネル討論。

日経連との懇談会（０１.１２）



１
月
　
西
日
本
コ
ー
ス
を
総
合
的
な
基
礎
コ
ー
ス
に
改
編
（
２
０
０
２
年
１

月
第
33
回
よ
り
「
西
日
本
」
の
冠
は
ず
し
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
　

ー
ス
に
改
称
）

３
月
　
02
闘
争
、
初
め
て
統
一
ベ
ア
要
求
で
き
ず
、「
雇
用
春
闘
」

４
月
　
金
属
労
使
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
設
置
。

７
月
　
「
金
属
労
協
の
広
報
の
あ
り
方
」
を
発
表
。
広
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
化
が
進
む
中
で
情
報
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
情
報
ツ
ー
ル
の
選
択
基

準
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

７
月
　
第
２
次
環
境
政
策
発
表
。

７
月
　
「
中
期
財
政
施
策
２
０
０
３
〜
05
年
度
」
確
認
。

７
月
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
金
属
労
協
「
広
報
の
あ
り
方
」
発
表
。

９
月
　
阿
島
事
務
局
長
が
勇
退
、
團
野
新
事
務
局
長
。
鈴
木
・
團
野
体
制
ス

タ
ー
ト
。

第
２
次
環
境
政
策
、
新
産
業
政
策
策
定
。
金
属
最
賃
会
議
を
発
展
　

解
消
し
、
金
属
労
協
最
賃
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

９
〜
11
月
　
９
地
連
が
解
散
大
会
開
き
、
全
て
解
散
。

12
月
　
金
属
労
使
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
常
設
の
事
務
レ
ベ
ル
会
議
に
変

更
し
、
も
の
づ
く
り
産
業
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
具
体
的
論
議
ス
タ
ー
ト
。

３
月
　
03
年
闘
争
、初
の
Ｊ
Ｃ
ミ
ニ
マ
ム
運
動
開
始
。

３
〜
７
月
　
イ
ラ
ク
戦
争
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
影
響
で
、
国
際
会
議
の
延
期
・
中
止

や
派
遣
・
受
入
れ
の
見
合
わ
せ
等
に
よ
り
国
際
連
帯
活
動
が
停
滞
。

９
月
９
日
　
基
幹
労
連
結
成
（
鉄
鋼
労
連
、
造
船
重
機
労
連
、
非
鉄
連
合
が

組
織
統
一
）
25
万
組
織
へ

12
月
　
第
１
回
も
の
づ
く
り
教
室
ひ
ら
く
（
ラ
ー
ク
所
沢
）
パ
イ
オ
ニ
ア
労

組
所
沢
支
部
が
担
当
。
近
隣
の
小
学
生
15
名
が
参
加
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

組
立
通
し
て
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
学
ぶ
。

12
月
22
日
　
結
成
40
周
年
を
控
え
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
八
重
洲
か
ら
日
本
橋

の
宝
明
治
安
田
ビ
ル
４
階
の
新
事
務
所
に
移
転
。

３
月
17
日
　
04
年
闘
争
結
果
、「
定
昇
の
実
施
等
に
よ
っ
て
賃
金
構
造
維
持

分
を
確
保
し
た
こ
と
は
、
日
本
経
済
の
景
気
回
復
基
調
を
着
実
な

も
の
と
し
、
組
合
員
の
生
活
安
定
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
一

定
の
役
割
を
遂
行
し
得
た
」
も
の
と
判
断
。

４
月
１
日
　
製
造
業
務
の
派
遣
解
禁

４
月
21
〜
22
日
　
横
浜
で
初
の
金
属
労
協
「
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
」
開
催
。

分
科
会
設
け
、
広
く
意
見
を
聞
き
、
政
策
・
制
度
要
求
を
ま
と
め
る
。

４
月
23
日
　
東
京
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
Ｉ
Ｆ
Ａ

テ
ー
マ
に
「
Ｉ
Ｆ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
、
Ｃ
Ｏ

Ｃ
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｆ
Ａ
（
国
際
枠
組
み

協
約
）
に
取
り
組
み
を
強
化
。

５
月
16
日
　
結
成
40
周
年
（
５
単
産
２
０
５
万
７
０
０
０
人
）
迎
え
る
。

９
月
３
日
　
第
43
回
定
期
大
会
。
鈴
木
議
長
が
勇
退
、
古
賀
新
議
長
。
古

賀
・
團
野
体
制
ス
タ
ー
ト
。
40
周
年
記
念
式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
挙
行
。（
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

●
液
晶
プ
ラ
ズ
マ

テ
レ
ビ

●
タ
マ
ち
ゃ
ん

●
内
部
告
発

４
月

牛
肉
偽
装
事
件
が
引
き
金
と
な
り
雪

印
食
品
が
解
散
。

１
月
　
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
イ
ラ
ン
、
イ
ラ

ク
と
北
朝
鮮
を
「
悪
の
枢
軸
」
と
名

指
し
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
宣
言
。

２
月
　
自
衛
隊
を
東
テ
ィ
モ
ー
ル
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に

人
道
支
援
で
派
遣
。

７
月

日
本
ハ
ム
も
、
検
査
前
牛
肉
の
無
断

消
却
が
発
覚
。
偽
装
工
作
明
ら
か
に
。

５
月
　
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
の
日

韓
共
同
開
催
。

９
月

日
朝
首
脳
会
談
。

10
月
　
拉
致
被
害
者
５
人
が
24
年
振
り
に
帰
国
。

小
柴
昌
俊
、
田
中
耕
一
二
人
の
日
本

人
が
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
。

11
月

対
イ
ラ
ク
で
安
保
理
決
議
。

12
月
　
９
月
に
３
選
さ
れ
た
ば
か
り
の
鳩
山
由

紀
夫
代
表
が
党
内
混
乱
で
辞
任
表
明
。

12
月

管
直
人
が
民
主
党
代
表
に
。

12
月
　
民
主
党
５
人
と
保
守
党
９
人
で
保
守

新
党
を
結
成
。

３
月
　
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

９
月

自
由
党
と
民
主
党
が
合
併
。

11
月
　
総
選
挙
。
民
主
党
は
「
政
権
選
択
」
の

選
挙
と
位
置
づ
け
、
議
席
を
１
３
７
か

ら
１
７
７
へ
と
大
き
く
仲
ば
し
た
。
総

選
挙
で
の
惨
敗
で
保
守
新
党
は
解
党

し
、
自
民
党
に
合
流
し
た
結
果
、
連
立

政
権
は
自
公
連
立
に
。

11
月
　
社
民
党
の
土
井
た
か
子
党
首
が
総
選

挙
の
敗
北
を
受
け
引
責
辞
任
、
新
代

表
に
福
嶋
瑞
穂
が
。

12
月

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
が
決
定
。
26

日
に
航
空
白
衛
隊
の
先
遣
隊
が
出
発
。

１
月

イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
先
遣
隊
を
飲
料
水

の
確
保
等
人
道
支
援
の
た
め
派
遣
。

５
月

福
田
官
房
長
官
が
年
金
未
納
問
題
な

ど
の
混
乱
の
責
任
を
取
り
辞
任
。
後

任
に
細
田
官
房
長
官
が
就
任
。

５
月

民
主
党
の
新
代
表
に
岡
田
克
也
、
新

幹
事
長
に
藤
井
裕
久
が
就
任
。

５
月

小
泉
首
相
が
訪
朝
し
、
拉
致
被
害
者

の
家
族
５
人
と
と
も
に
帰
国
。

５
月
　
日
本
人
フ
リ
ー
記
者
２
名
殺
害
。

６
月
　
年
金
改
革
関
連
法
が
成
立
。

７
月
　
第
20
回
参
議
院
選
挙
。民
主
党
躍
進
。

３
月
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
に
関
す
る
政
労
使

合
意

５
月
日
経
連
と
経
団
連

が
合
併
し
、
日
本
経
団

連
が
発
足
。（
初
代
会
長

‥
奥
田
会
長
）
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２
０
０
２

（
平
成
14
年
）

２
０
０
４

（
平
成
16
年
）

２
０
０
３

（
平
成
15
年
）

★16．最賃センター
２００２年９月の第４１回大会で、８６年以来の「金
属最賃会議」の取り組みを引き継いだ形で、事務局
長のもとに「最賃センター」を設置し、連合、地方
組織との連携を強化しながら、法定産業別最低賃金
の創設と金額改正など、産業別最低賃金の拡大・発
展に向けた取り組みを推進。

★17．ＪＣミニマム
運動

金属労協は、２００３年闘争におい
てＪＣミニマム運動を提起し、「Ｊ
Ｃミニマム（３５歳）」「最低賃金協
定の締結」「法定産業別最低賃金」
によって、金属産業で働く勤労者の
賃金水準の底支えを図ることをめざ
し、ＪＣ共闘の柱として取り組んで

きた。

★18．ＩＦＡ
ＩＦＡとは、国際枠組み協約（Internat iona l
Framework Agreement）のことで、企業行動規範
（ＣＯＣ）の中でも、①労使で締結したもの、②４つ
の中核的労働基準を全て承認しているもの、③サプ
ライヤーも対象としているもの、④労働組合がモニ
タリングに関与、⑤十分な労使協議を行うもの、と
いう５つの条件を満たす企業行動規範について、特
に、ＩＭＦとしてＩＦＡと呼ぶようにしている。

政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会

第１回ものづくり教室（０３.１２、所沢）

Ｉ
Ｍ
Ｆ
　
Ｉ
Ｆ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー


